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論文要旨：
【目的】血清 PSA測定の普及により前立腺生検を施行される患者は急速に増加している。しかし、前立
腺生検が陰性であっても、完全には癌の存在を否定できず、再生検が繰り返し施行されることも多い。
再生検の際に癌陽性・陰性の正確な予測ができれば患者の疼痛や負担を軽減させられることが可能とな
る。そこで、我々は臨床において利用可能な因子を全て用いて再生検癌予測ノモグラムの作成を試みた。
【対象と方法】2000年～2010年に東京医科大学病院で前立腺生検を受けた 2600症例（3500回）のうち、
初期生検陰性で再検査を受けた 459 例（807 例）を対象とした。生検時の年齢、生検回数、生検本数、
累積陰性生検本数、初回生検からの期間、前回生検からの期間、PSA値、PSA slope、PSA density、PSA TZ 
density、直腸診所見、経直腸超音波所見、前立腺容積、前立腺 TZ 容積、HGPIN の有無、ASAP の有無
の各因子単独あるいは組み合わせで予測能力を検討し、Logistic分析によりノモグラムを作成した。
【結果】459例に対して計 807回の再生検が施行された（平均 1.7回）。807回中 16.4%に癌を認めた。再
生検時の平均年齢は 67.3歳、PSA値は平均 10.1 ng/mlであった。1回目の再生検で 16.3%、2～3回目の
再生検で 16.9%、4～7回目でも 14%に癌を認めた。有意な各因子の予測能力は、PSA TZ density 0.68、PSA 
density 0.64、PSA 0.56、生検本数 0.56、年齢 0.57、HGPIN 0.52であったが、これらを組み合わせること
により 0.74と有意に改善した。これらの因子を基にして再生検癌予測ノモグラムを作成した。
【結語】各臨床的因子の組み合わせで良い予測能力が得られ、これを基に作成したノモグラムは再生検
決定の一助になると思われた。
審査過程：
1. 作成したノモグラムの実際の患者に対する運用についての質問に適切な説明がなされた。
2. 炎症が及ぼす再生検時の陽性率や癌自体に与える影響について、的確な見解が述べられた。
3. 前立腺生検における合併症に関しての質問に適切な回答がなされた。
4. 再生検時における検体の本数が癌の陽性率に与える影響についての質問に、適切に回答された。
5. 癌陽性検体における前立腺生検部位と陽性率との関係について、的確に回答された。
6. 生検施行者の違いによるバイアスについての質問に適切な回答が得られた。
価値判定：
本研究では、種々の臨床的因子を基にして前立腺再生検における癌検出率を予測するノモグラムを作成
し、それが他の報告例よりも優れていることを示した。この結果は、新たな知見として臨床的に寄与す
るところ大であり、学位論文としての価値を認める。
